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編集後記

副院長 森本卓哉 先生

４月より３名の医師が着任いたしました

小路 純央 医師

加藤病院 医局長
加藤 雄輔 医師
（精神保健指定医）

こころの郷クリニック院長
加藤 奈緒香 医師
(内科学会認定医）

常勤医師

非常勤医師
毎週月曜日の外来診察を
担当しています

今回、みえ記念病院を訪問させていただき、森本卓哉先生のやさし
く、きさくな人柄に触れさせていただき、また、スタッフの方の優
しい心遣いを感じることができました。

ちなみに、この「大分医療方言」は、OAB大分朝日放送の「JOKAR DX」で取り上げられ、豊後遺産に登録
されたそうです。みえ記念病院は、豊後大野市三重町で、医療・福祉・生活が一体となった「ニコニコ生活
村」構想の拠点として平成元年に開院した三重診療所を前身として、平成10年に40床の病院としてスタート
しました。「みえ記念」という名前は、ニコニコ生活村の医療拠点を記念する意味と、当時三重町にあった大
分県立三重病院と名前が混同せずに、親しみのある名称を意図して公募で決まったそうです。みえ記念病院
は、臨床経験が豊富な常勤医を中心に、内科・漢方内科・整形外科・総合診療が行われており、循環器・消化
器・呼吸器科の専門外来や訪問診療等も行い、豊後大野市はもちろん、県内各地から多くの患者さんが来院さ
れているとのことです。

今回は、豊後大野市三重町のみえ記念病院の森本卓哉先生をお尋ねし
ました。先生の専門領域は、内科学、臨床薬理学、総合診療医学で、防
衛省陸上自衛隊予備自衛官（医官・2等陸佐）という異色の経歴を持っ
ています。訪問時、丁寧に病院内の案内をしてくださいました。特に目
についたのは、病棟の周囲に貼られてあった大分県内の古い写真です。
先生は、歴史マニアで、歴史上貴重な写真を数多く集められています。
また、小学校や女学校の校歌のCD等を収集して、患者さんやご家族と
一緒に見聞きしながら、「回想法（米国のロバート・パドラーが提唱し
た、高齢者の思春期時代の懐かしい思い出を傾聴する方法」を行いつ
つ、高齢者世代と若年世代のコミュニケーションの良い橋渡しができる
ような環境づくりを行っており、認知症サポート医としても活動されて
います。先生は、大分医療方言にも大変興味を持たれており、みえ記念
病院のホームページで紹介をしています。

超高齢社会における、認知症や老年期のうつ病など心の病は、予防、早期発見
・早期対応、地域連携が重要です。微力ですが、地域の先生方をはじめ、各医療
機関や介護関係機関、行政機関の皆様などとも気軽に顔の見える関係を目指して
行きたいと考えています。何卒ご協力・ご指導を宜しくお願い致します。

小路 純央（しょうじ よしひさ）
久留米大学 高次脳疾患研究所 准教授
久留米大学医学部 神経精神医学講座 准教授(兼務)

●精神保健指定医●日本精神神経学会 指導医・専門医
●日本認知症学会 指導医・専門医●日本老年精神医学会 専門医
●認知症サポート医●日本医師会認定健康スポーツ医

アイスホッケーにひたすら打ち込んだ大学時代を終え、卒後2年間、順天堂大学病
院で臨床経験を積ませて頂きました。その後、久留米大学神経精神医学講座に入局
し、今年で医師として11年目を迎えます。竹田市は高齢者こそが地域の主役です。高
齢者の方々が、役割を持ち、活き活きと学び、社会に貢献できているという感覚を持
ちながら充実した生活を送るため、健康寿命を延伸していく仕組みが不可欠です。認
知症予防健診・予防プログラムやその設備の充実化、健常高齢者の方々が中心とな
り、軽度認知機能障害の方や認知症者をサポートする産業の構造化など、竹田市の地
域づくりには多くの可能性があります。微力ではございますが、全力を尽くして参る
所存です。ご指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

専門は糖尿病や甲状腺などの内分泌代謝疾患です。糖尿病は身近な病気ではありま
すが、様々な命に関わる疾患を起こしやすいほか、最近では認知症との間に深い関連
があることがわかってきました。現在健康な方も既に病気を患っている方もそれぞれ
の生活に合わせたサポートを行っていきたいと思います。皆様どうぞよろしくお願い
いたします。

医療法人 医心会 みえ記念病院

暑い日が多くなり、体調を崩しやすい時期
でもあります。
健康にはくれぐれもご留意下さい。



第6回雄仁会合同学会

平成２８年３月２６日に『地域をみすえた雄仁会の役割』をテーマに第６回 雄仁会合同学会を開
催いたしました。
今年度は４名の座長の進行により、１５題の発表がありました。
１５０名の参加者からは、活発な意見もあり熱気あふれる学会でした。
理事長より「今の自分の部署だけでなく、他の施設の部署がどのようなことを行っているか、自分

たちの部署にどのように参考になるか知るよい機会でした。各部署に持ち帰り取り組んでくださ
い。」との総評をいただきました。
これからも雄仁会は｢地域をみすえ」色々な取組を行っていきたいと思います。

雄仁会 理事長
合同学会実行委員長

合同学会座長 合同学会演者

雄仁会では毎月初めに、加藤病院そばの豊岡橋交差
点、こころの郷そばの大分県竹田総合庁舎前交差点で
当院職員が交通安全街頭指導を行っています。雨の多
い季節です、スリップ事故や見通しの悪さが原因の事
故が増える季節でもあります。気を付けていきましょ
う。

津軽三味線を初めて20年、老人
ホームや施設を訪問しています。
皆さんの笑顔や手拍子が励みに
なり一緒に楽しんでいます。

休日は九重連山をトレッキングしてリフ
レッシュしています。初夏はミヤマキリシ
マ、秋は紅葉、冬は樹氷と、季節ごとに違
った魅力があります。

秘書室

荒巻美智恵

介護福祉士

伊東幸子

「よう、出来ちょんで！！」「今年んじゃがいもはい
いなぁ！！」
精神デイ・ケア（通称 ステップハウス）では、農園
芸療法を行っています。園芸は楽しみながらも、スト
レスの軽減・意欲や日常生活に必要な能力の維持向上
更には、社会性を高めるなど健康上の効果が期待で

きる療法の1つです。
小さな畑ですが、今の時期には玉ねぎ・じゃがいも・
サツマイモ・スイカやキュウリ・ナスなどが所狭しと
植えられて、元気いっぱいすくすくと育っています。
収穫した野菜は、雄仁会の職員に販売しています。無
農薬で新鮮で安く提供しているだけに評判も良くすぐ
に売り切れます。
暑い夏や寒い冬など・・大変なことも沢山ですが、こ
ころとからだの健康の維持を目的にこれからも頑張っ
て行きたいと思います。

加藤病院地域医療連携部です。

受診や通院、入院や退院を含め生活の中で不安や悩み、疑問などを感じる

ことがあると思います。

当院では、医療･福祉に関する相談業務を専門の相談員が地域や他機関との

連携にも努め当院を利用していただく方々の総合的な相談窓口として活動

しています。
一人で悩ますご相談下さい。

寿司職人？どこからどう見ても「寿司職人」。
実は日清食品の職員さんです
昼食時に「寿司バイキング」を開催し、入居者の皆

さんに食べていただきました。入居者の皆さんも木も
れ陽の職員もおいしそうなお寿司を前に笑顔です。

准看護師
河室千恵子

作業療法士
案部勇輔

作業療法士
佐々木一恵

作業療法士
大平実鈴

介護職員
大塚由紀

介護職員
工藤勝幸

准看看護師
斎藤弘子

介護職員
後藤政道

介護職員
亀山由佳

平成27年11月～平成2８年５月

介護職員
吉武由紀

介護職員
亀山春香

介護職員
麻生真央

看護師
局 百合子

看護師
河野 修

相談員
久保川瑠衣

介護職員
筬島照美

准看護師
石本真理

心理士
麻生真白

看護師
塩崎美佐恵

看護師
阿邊一美

事務員
佐藤正美

介護職員
後藤桃子


